
　人間は誰でも環境の影響を受けなが
ら成長していきます。「環境による教
育」といわれています。ここでいう環
境とは周囲の物的、人的な状況のこと
です。ほかに空気のような目に見えな
い雰囲気も環境に含まれます。これら
のなかで、特に人間の成長に大きな影
響を及ぼすのが人的な環境、すなわち
さまざまな人たちとの関わりです。
　「ヒトはひとによって人になる」と
いいます。「ヒト」とは誕生した時点
の生物的な状態のこと。「ひと」は親
をはじめ家族や身近な人たち。教師も
含まれます。最後の「人になる」とは
一人前の社会人に成長することです。
　教師は子どもたちが一人前の人間と
して成長する過程で、人格形成に深く
関わります。教職という仕事はものづ
くりと違い、生身の子どもを育てると
いう特質があります。それだけに重要
な役割と重い責任を担っています。こ
こに教職ならではの魅力があります。
　体育の時間に跳び箱が飛べなかった
子どもが、本人の努力と教師の指導で
飛べるようになったときには、教師と
しての充実感を味わいます。算数の計
算ができなかった子どもがようやくで
きるようになったときには、子どもと

喜びを分かち合います。このような体
験は教師冥利につきます。
　教師は、毎日の学校生活で子どもた
ちの小さな変化や成長に関わり、とも
に喜び合うことができます。また、子
どもを１年間という時間軸で長期にわ
たって観察すると、４月のころとは見
違えるほど成長していることに気づき
ます。子どもたちと長期にわたって関
わり、成長の証しを目の当たりにでき
るところにも教職の魅力があります。

　教職のもうひとつの魅力は、将来社
会で活躍する人材をいま育てているこ
とにあります。
　子どもたちに学級担任として直接関
わる期間はわずか１年か２年であるか
もしれません。しかし、学校では大勢
の教師がリレーしながら子どもたちを
育てます。やがて一人前の社会人とし
て成長させ社会に送りだします。
　学級担任としての関わりは、子ども
の人生のうちわずか１、２年間であっ
ても、子どもにとっては、この期間が
かけがえのない貴重な時間です。二度
と戻ってきません。教職の仕事はやり
直しができないこと、一過性であると
ころに特質があります。ものづくりと
は大きく異なるところです。

 　万が一、誤った教育が行われたと
きには、そのしっぺ返しは時間が経っ
てからやってきます。それだけに教師
にはつねに確かな指導力と緊張感が求
められます。毎日が真剣勝負だといっ
てもよいでしょう。

　ある学級の「担任」は担任していな
い子どもたちからも「先生」と呼ばれ
ます。卒業した子どもからも、出会っ
たときには「先生」と呼ばれます。社
会人になり、すでに担任でなくなって
から数十年も経ってからクラス会など
で再会したときも、「○○先生」と呼
ばれます。「○○さん」といわれるこ
とはないでしょう。
　子どもにとっては「元担任」はいつ
までも「先生」なのです。このことは
教職の魅力であると同時に、それだけ
責任ある仕事だということです。保護
者や地域の人たちからも「先生」とい
われます。教師には子どもたちへの愛
情と教職への使命感とともに、人間味
あふれる人柄が求められます。
　国語辞典によると、魅力とは「人の
心をひきつける力」とあります。教職
には子ども一人一人の成長に関わり、
将来にわたって見守っていけることに
魅力があるといえます。
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物事が辛くても、根気
よく続けていれば、最
後には必ず成功する
ということです。忍耐
することの尊さと大
切さをいっています。

石の上にも三年
いし うえ さん ねん

今月の ことばことば

●教職は日々子どもたちの小さな成長を実感できる魅力ある仕事です。生身の人
間を相手にしているだけに大きな責任が伴います。
●教職は、子ども一人一人の人格の形成に寄与するとともに、将来の社会の担い手を
育てることを目指しています。子どもたちにとって「元担任」は「一生先生」です。

社会に貢献する人材育成

いつまでも「先生」として

「勤労をたっとび、生産を祝い、
国民がたがいに感謝し合う」こ
とを趣旨にした国民の祝日で
す。戦前は「新嘗祭」の日でした。

にい なめ さい



　これは、名君といわれた米沢藩（い
まの山形県）の藩主・上杉鷹山の師を
勤めた江戸時代中期の儒学者・細井平
洲の言葉です。
　この言葉は教育を食物の栽培にたと
えています。解釈すると「人を教育す
るとき大事にしたい心構えは、鑑賞用
の菊をつくるようにするのではなく、
百姓が野菜や大根をつくるようにする
こと」であると説いています。
　すなわち、人を教育するとは、人に
見せるために、また自分の好みに合わ
せて、花の形が見事に揃った、見た目
のよい菊をつくることではない。そう
ではなく、百姓がつくっている毎日の
生活に必要な野菜や大根のように、た
とえ形は不揃いであってもよい、食料
として大事に育てることが大切だと述

べているのです。
　人の教育も野菜を育てることと同じ
です。野菜や大根も一株一株違ってい
ます。成長の早いものもあれば、なか
なか大きくなれないものもあります。
不揃いの形に成長するのは、本来自然
の成り行きです。
　これと同様に、子どもにも一人一人
に個性があり、それぞれに違っていま
す。こうした子どもの違いや個性を無
視して、教師の一方的な思いや好み
で、型にはめようとすることはそもそ
も無理があるといっているのです。
　これまでも「個性重視の教育」とか
「一人一人の子どもを大切にする」と
いわれてきました。細井平洲の残した
言葉は、このことを植物の栽培にたと
えていい表したものです。 

　多くの学校では、教材出版社が作成
したテストやドリル、ワークなどの教
材を使用しています。これらは学校教
育法で使用が認められている補助教材
（副教材）です。
　教師だけでなく、子どもたちも教材
の撮影や画像の公衆送信が、１人１台
端末の整備により容易に行えるように
なりました。学校に見本として届けら
れた教材や採用した教材を無断で複写
したり、パソコンなどにデータとして
取り込んだりしてはいませんか。
　こうした行為によって、教材の出版
社や代理店は経済的な打撃を受けてい

ると、全国図書教材協議会は指摘して
います。著作権法（第３５条）は、授
業で使用する場合に著作物を複製する
ことができると示されています。ただ
これには著作権者の利益を不当に害す
る場合にはこの限りではないと、「た
だし書き」があります。先の行為は、
いずれも「著作権者の利益を不当に害
する場合」に当たりますから、明らか
に著作権法違反になります。無断複写
や公衆送信は決して認められません。
　損害賠償請求の訴訟が提起されるこ
とも予想されます。著作権の侵害行為
に対しては、「１０年以下の懲役若し
くは１０００万円以下の罰金、又はそ
の併科」とされています。複写が必要
なときや不明なときには、事前に教材
出版社に問い合わせます。

◎定期送付の学校や先生方へ　送付先・部数等に変更のある場合は、右記にご連絡ください。　株式会社文溪堂 営業部 営業企画課　FAX.058-322-2224　Eメール bunkeido@bunkei.co.jp
◎「ぶんけい教育の小径」で検索すると、「教育の小径」のすべてのバックナンバーがご覧いただけます。

企画・編集：　
発　 　行：　　　　　　　
発 行 日：2024年11月1日

学校用教材と著作権問題
　雨や雪が降る日など屋外に出られな
いときは、学校での通常の生活や行動
が制約されます。エネルギーが発散で
きず、ストレスを感じる子どももいま
す。廊下や階段、玄関などで滑って思
わぬけがをしたり、イライラから子ど
も同士が喧嘩をしたりすることもあり
ます。教室でボールの投げ合いをして
ガラスを割ったり備品などを壊したり
する事故が起こることもあります。
　雨や雪の日には、朝の会や休み時間
のまえに、次のような特段の注意を促
します。例えば、廊下や階段がいつも
と違って滑りやすくなっていること。
外に出ることができないので、室内で
の遊びになること。室内では決められ
た遊びをすること。図書館や教室で読
書をすること。そして、いつも以上に
落ちついて行動することなどです。
　中高学年では、雨や雪などで外遊び
ができない日の過ごし方について子ど
もたちに話し合わせて、学校や学級と
してのルールや注意事項をつくらせる
のもよいでしょう。グランドが土の場
合には、雨上がりの直後の使用を制限
している学校もあります。雨の日の体
育館の使用方法について、児童会など
で話し合わせることもできます。
　学校生活のルールは教師が一方的に
示すだけでなく、子どもの発達段階を
踏まえて子どもたちに決めさせるよう
にします。学校生活のルールを自分た
ちでつくることは、子どもたちに自治
意識を育てるとともに、規則を遵守し
ようとする意識（遵法の精神）を養う
ことにつながります。
　雨や雪の日を生徒指導の貴重な機会
と捉え、事故防止の意識を養い、安全
な行動力を育むようにします。 

雨や雪の日の指導

編　集　後　記
デジタル技術が教育現場に導入されるよう
になり、事業者や権利者の著作権に対する
対応も、従来とは変わりつつあります。学校
用教材と著作権の問題については、文化庁の
HP内の「学校における教育活動と著作権」と
いう資料の中で、詳しく解説されています。関
心のある方は、ぜひご一読ください。　 （H記）
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教師のリアクション力
－「指導と評価の一体化」とは何か－

\ ご注文は文溪堂代理店まで /
北先生の新刊です！

「指導と評価の一体化」としての
教師の適切なリアクションを
具体的な事例をもとに解説！


